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令和４年度vol.2 「基礎調査を開始（令和２年度事業）」

観
光
の
プ
ロ
が
現
地
調
査

魅
力
度
を
分
析

Newsletter 

調
査
の
結
果
、
宮
下
ダ
ム
、
上
田

ダ
ム
、
第
二
沼
沢
発
電
所
、
田
子
倉

ダ
ム
、
本
名
ダ
ム
、
道
普
請
体
験
の

６
つ
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
本
名
ダ
ム
は
「
非
常
に
高
い
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
」
「
建
屋
に
上
る

ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
感
が
大
き
い
」
と
い
っ

た
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宮
下
ダ
ム
に
対

し
て
は
「
ダ
ム
と
発
電
所
が
分
離
し
て
お
り
、

違
っ
た
角
度
か
ら
見
た
景
観
が
そ
れ
ぞ
れ
素
晴

ら
し
い
」
「
監
査
廊
の
見
学
は
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
」
と
い
っ
た
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
魅

力
が
挙
が
り
ま
し
た
。

魅

奥会津インフラツーリズムとは？

奥会津の橋やダムなどの土木インフラに着目し、観光資源として活用する

取り組みのこと。柳津町、三島町、金山町、昭和村、只見町の５町村が対象

地域です。

インフラツーリズムでは普段入ることのできない施設内部を見学し、

非日常感を楽しみながら防災や治水システムを学べます。

その土地ならではの体験や文化、食、絶景を掛け合わせた

インフラツーリズムの定着を目指しています。

各
イ
ン
フ
ラ
の
受
入
体
制
や
観
光

資
源
と
し
て
の
魅
力
度
を
確
か
め
る

た
め
、
観
光
事
業
者
に
よ
る
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

対
象
は
宮
下
ダ
ム
や
本
名
ダ
ム
、
第
二
沼
沢

発
電
所
な
ど
イ
ン
フ
ラ
施
設
10
カ
所
、
道
普
請

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
福
満
虚
空
蔵
菩
薩
圓
蔵

寺
や
霧
幻
峡
の
渡
し
と
い
っ
た
周
辺
観
光
施
設

14
カ
所
、
そ
し
て
宿
泊
施
設
の
３
カ
所
。
そ
れ

ぞ
れ
テ
ー
マ
性
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
イ
ン
パ
ク

ト
が
ど
の
程
度
あ
る
か
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。

調

①宮下ダム 周辺観光施設との組み合わせが鍵

②上田ダム 歴史や地域との関わりを学ぶ場にも

③第二沼沢発電所 発電所入口はトンネルの中。まるで秘密基地

④田子倉ダム 山々の中に現れる巨大構造物

絶景×人工物のコントラストが目を引く

⑤本名ダム 今回の調査で目玉観光を発掘！！

観光ポテンシャルが非常に高い

⑥道普請体験 歴史感じる体験コンテンツ、圧倒的な充実感

① ②

③ ④

⑤ ⑥

Okuaizu!!!

工
事
中

供
用
中

体
験
型

イ
ン
フ
ラ
を
３
分
類

奥
会
津
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

定
着
化
に
向
け
、
令
和
２
年
度
に
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
え
ば
一
般
的
に

供
用
中
の
施
設
を
活
用
し
た
観
光
で
す
。
し
か

し
、
奥
会
津
に
は
既
存
の
施
設
以
外
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
が
あ
り
ま
す
。
他
に
は
な
い

多
様
な
楽
し
み
方
を
創
出
す
る
た
め
、
イ
ン
フ

ラ
を
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
み
ま
し

た
。

①
工
事
中
▼

ま
さ
に
今
現
在
、
工
事
を
し

て
い
る
現
場
。
作
業
は
常
に

進
む
た
め
、
見
る
度
に
状
況

が
異
な
り
ま
す
。

例
・
博
士
ト
ン
ネ
ル
な
ど

②
供
用
中
▼

既
に
出
来
上
が
り
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

例
・
田
子
倉
ダ
ム
、

瑞
光
寺
橋
な
ど

③
体
験
型
▼

実
際
に
体
験
で
き
る
イ
ン
フ

ラ
施
設
。

例
・
道
普
請
体
験
（
歩
く

県
道
）
、
奥
会
津
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ロ
ー
ド

３

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
あ
り

可
能
性
は
未
知
数
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私
の
初
め
て
の
イ
ン
フ
ラ
体
験

は
束
松
峠
で
の
道
普
請
で
し
た
。

ミ
チ
ブ
シ
ン…

？
初
め
て
耳
に

す
る
言
葉
。
ど
こ
で
誰
が
何
を
す

る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
長
靴
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
寒
着
な
ど
準
備

を
進
め
て
い
く
う
ち
に
「
き
つ
い

作
業
な
ん
だ
ろ
う
な
」
と
な
ん
だ

か
億
劫
に
。

当
日
、
現
場
に
到
着
し
て
み
る

と
冷
た
い
雨
、
冷
え
る
体
。
「
早

く
終
わ
ら
な
い
か
な
」
。
密
か
に

そ
ん
な
こ
と

を
思
い
な
が

ら
鎹
（
か
す

が
い
）
打
ち

を
体
験
し
て

み
る
と
、
な

ん
だ
か
気
持

ち
い
い
。
ハ

ン
マ
ー
で
打

ち
付
け
た
鎹

が
丸
太
に
ま
っ
す
ぐ
沈
ん
で
い
く

と
気
持
ち
が
高
ま
る
。
「
何
こ
れ

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
い
！
」

（
次
号
に
続
く
・
吉
田
）

編
集
後
記

参
加
者
の
声

五感で満足できるよい１泊２日ツアーだった

このツアーがなかったら来ることもなかったし、峠のことも全く知らなかったので、いい機会だった

インフラを中心にして農工福祉など広く展開が可能だと思う

一番の発見は「道普請」と「会津銀山街道」。歴史ある街道なのに全国・世界に周知されていない。可能性があるポイントだ

子どもの学習にもいい

観
光
資
源
に
な
り
得
る
イ
ン
フ
ラ

が
奥
会
津
に
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
ラ
に
よ
っ
て
楽

し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
主
な
イ
ン
フ
ラ
コ

ン
テ
ン
ツ
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
楽
し
め
る
の
か

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
結
果
を
基
に
分
類
し
て
み

ま
し
た
。

体
験
・
参
加
型
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
育
め
る

道
普
請
体
験
は
、
個
人
旅
行
の
他
に
教
育
旅
行

や
企
業
研
修
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
作
業
す
る
中
で
地
元
の
方
々

と
交
流
で
き
、
社
会
課
題
が
含
ま
れ
る
点
も
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

ダ
ム
や
発
電
所
は
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

こ
ち
ら
も
教
育
旅
行
に

最
適
で
す
。

誰
が
ど
う
楽
し
む
の
？

分
析
し
て
み
ま
し
た

類道普請体験

(歩く県道)

個人旅行

教育旅行

企業研修

本名ダム

第二沼沢発電所

個人旅行・

小グループ

教育旅行

一
般
消
費
者
か
ら
見
た

奥
会
津
の
イ
ン
フ
ラ

で
は
、
一
般
の
方
々
は
奥
会
津
の

イ
ン
フ
ラ
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
一
般
消
費
者
を
対
象

に
令
和
２
年
11
月
、

１
泊
２
日
と
日
帰
り
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
泊
２
日
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
は
10
名
が

参
加
し
、
道
普
請
体
験
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
只
見

線
第
一
橋
梁
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
田
子
倉
ダ
ム
、

奥
会
津
水
力
館

な
ど
を
視
察
し
、

お
食
事
は
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
味

わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
れ
ば
人

気
が
出
る
か
も
」
と
い
っ
た
意
見
や
、
「
地
元

の
方
と
の
交
流
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
「
自

分
が
作
業
し
た
も
の
が
残
る
の
は
う
れ
し
い
」

と
の
声
。
さ
ら
に
、
「
観
光
地
巡
り
よ
り
体
験

型
の
方
が
記
憶
に
残
り
や
す
い
」
と
イ
ン
フ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ら
で
は
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
参
加
者
の
満
足
度
を
高
め

た
要
素
は
大
き
く
３
つ
で
す
。

①
希
少
体
験
（
わ
ざ
わ
ざ
来
る
価
値
が
あ
る
）

②
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流

③
ガ
イ
ド
の
分
か
り
や
す
さ

こ
の
要
素
を
軸
に
、
奥
会
津
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
磨
き
上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

満

M
I
O
R
I

①

＜1泊2日ツアーちょこっと紹介＞

①道普請体験 地元の方と交流しながらの
作業。沢に橋をかけました

②田子倉ダム 監査廊に潜入
ちょっとした探検
夏でも涼しい
③ ②

奥会津

インフラ

メモ②

細越橋梁

所在地：金山町（JR只見線早戸駅から徒歩約15分）

昭和14年竣工。地元の方から「めがね橋」の愛称で親しまれているコ
ンクリートのアーチ橋です。国道252号沿いにあり、撮影スポットと
なっています。令和3年9月17日に選奨土木遺産に認定された「只見線
鉄道施設群」の1つです。

カスガイ


